






図次の文章を読んで，後の問い（問1 ~ 5)に答えよ。
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（祖田修『鳥獣害ー動物たちと， どう向き合うか』， 岩波書店， 2016 年より 一部改変）

〔注じ A. レオポルド『野生のうたが聞こえる』（新島義昭訳）講談社学術文庫， 1997 年．

〔注2〕 他の領域を片端からだんだんと侵していくこと

問1 下記の説明を参考に，本文中の空欄［こ5二］， ［こ王二］に入る人名を

答えよ。

こは 1859年に進化論についての著書『種の起源』を発表した。

生物はすべて共通の祖先から枝分かれ的に進化してきたものであり，進化の

要因は，より環境に適応したものが生き残るという自然選択にあると主張し

た。

仁しま，研究対象をできるだけ部分・要素に分割して，その総和と

して全体を解明する方法（要素還元主義）をとる。自然現象も機械のように，

分解して数量的に把握し，部分の間の因果関係を解明すれば，全体をとらえ

ることができるという考え方（機械論的自然観）を持つ。なお1637年の著書

『方法序説』のなかで， 「われ思う，ゆえにわれあり」と表現している。

問2 下線部分(a)の考え方に基づく取組みが，下線部分(a)の前の段落において北

海道のエゾシカを事例に具体的に示されているが，この考え方に基づく取組

みを人間がとることができる理由を，人間と動物の異同を示しながら，本文

中の言葉を用いて，100字以内で説明せよ。ただし，句読点も字数に入れ，

数字やアルファベットなども1マスに1字を入れること。以下の問いも同

様。
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